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看護学部教官業績目録
2003年1月～12月
基礎看護学教育研究分野
〔原　著〕
1．山本利江，青木好美，河部房子，高橋幸子，永田亜希子，和住淑子：看護実践方法論の適用に必要な
　専門知識の広がりと深さ．千大看紀要，25，45－51，2003．
〔学会発表〕
2．和住淑子：模擬患者への看護体験における看護学生の認識の発展．第一回全国模擬患者学研究大会，
　　2003．
3．山本利江：人間が‘真理を受け入れる体験とその過程的構造一「思索への示唆」の読み取りのプロ
　　セスの客観視を通して一．ナイチンゲール研究学会第24回研究懇談会，1－6，2003．
4．三橋彩子，小林芳恵，平野美佐子，和住淑子：希望する治療を受けなかった手指切断患者を受け持っ
　　て一トラベルビーの『人間対人間の看護』を用いたかかわりの評価一．日本救急看護学会雑誌，5，
　　190，　2003．
〔その他〕
5．和住淑子，青木好美，河部房子，永田亜希子，斉藤しのぶ，野々村みち子，徳本弘子，山本利江；F．
　　ナイチンゲ・一一・ルにおける「人間の発展過程に関する見方」一真理を理解し受け入れる能力とその発展
　　過程について一．綜合看護，38，17－－30，2003．
〔単行書〕
6．山本利江，和住淑子（訳）：三，病院監督から貴婦人委員会への季刊報告一ハーレイ街病院の看護管
　理1853－4年；薄井坦子，小玉香津子（訳者代表）1フロレンス・ナイチンゲール看護小論集一健康
　　とは病気とは看護とは一，現代社，81－－110，2003．
7．山本利江（訳）：解題　病院監督から貴婦人委員会への季刊報告一一ハーレイ街病院の看護管理1853年
　　～ユ854年，薄井坦子，小玉香津子（訳者代表）フロレンス・ナイチンゲール看護小論集一健康とは病
　気とは看護とは一．第1版第f刷，現代社，111－114，2003．
〔研究状況〕
　当教育研究分野では理論看護学の立場からナイチンゲール看護論を学問的に追究し，その継承・発展を
目指した教育・研究活動を一貫して行っている．
　山本は，看護実践方法論を演習事例2事例に適用する際の教員の思考過程を記述し，看護判断を導いた
アセスメントにおいて，どのような専門知識がどのように使われているかを分析した．その結果，対象の
事実から対象の健康状態を明らかにする表象化において，機能代謝学，病態学，人間学等の専門知識が使
われ，その表象像を描くための専門知識をよびおこす6つの観点が明らかになった（1）．
　看護技術教育に関しては，今年度文部科学省科学研究費補助金を受け，萌芽研究「対人援助・支援技術
の映像教材に固有な構造記述カテゴリーの抽出と評価に関する研究」に着手した．現在，看護基本技術の
映像教材の比較分析のための構造記述カテゴリーの抽出を行っているところである・また和住は・第1回
全国模擬患者学研究大会において模擬患者を活用した看護技術教育実践を報告し，医師・看護師・模擬患
者らとともに，模擬患者の活用による教育効果に関するディスカッションを行った（2）．
　ナイチンゲール看護論を学問的に追究する研究も継続して行っている．和住らは，これまで継続して
行ってきた『思索への示唆』の読み取りから，人間の発展についてF．ナイチンゲールがどのようにとら
えていたのかを明らかにした（5）．山本は，『思索への示唆』の分析過程を客観視し，分析の結果として
得られた論i理を自己の体験と重ねて得心するプロセスから，人摺が真理を受け入れるまでの体験とその過
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程的構造を分析した（3）．また，山本，和住はF．ナイチンゲールが初期の頃に著した文献を翻訳した
（6，7）．
看護教育学教育研究分野
〔原　著〕
1．舟島なをみ，定廣和香子，松田安弘：看護学教員のロールモデル行動に閨する研究一教員の特性と教
　　員自身が評価したロールモデル行動の質との関係一．千大看紀要，25，17－25，2003．
2．申山登志子，定廣和香子，舟島なをみ：看護学実習カンファレンスにおける教授活動．看護教育学研
　　究，12（1），1－14，2003．
3．山下暢子，定廣和香子，舟島なをみ：看護学実習における学生行動の概念化．看護教育学研究，12
　　（ユ），　15－28，　2003．
4．山下暢子，定廣和香子，舟島なをみ：1994年から1998年における看護学実習に関する研究内容の分析
　一学生を対象とした研究に焦点をあてて一．看護教育学研究，12（1），29－36，2003．
5．鈴木美和，亀岡智美，舟島なをみ：講義における教員と学生の授業過程評価の差異．看護展望，28
　　（5），　43－48，　2003．
6．野本百合子，亀岡智美，舟島なをみ：看護学実習における教員と学生の授業過程評価の差異．看護展
　　望，　28（5），　49－55，　2003畳
〔学会発表抄録〕
7．宮芝智子，定廣和香子，舟島なをみ他；入院時オリエンテーションの現状と課題一老年期患者を対象
　　とした入院時オリエンテーションの参加観察を通して一．第21回千葉県看護研究学会集録，20－22，
　　2⑪03．
8．山澄直美，定廣和香子，舟島なをみ他：看護専門学校に所属する教員の職業経験に関する研究．日本
　　看護学教育学会第13回学術集会講演集，90，2003．
9．村上みち子，定廣和香子，舟島なをみ：看護学教員のロールモデルの有無に関係する特性の探索一職
　　場内におけるロールモデルの存在に焦点を当てて一．目本看護学教育学会第13回学術集会講演集，92，
　　2003．
10．山下暢子，野本百合子，舟島なをみ他：看護学実習における学生経験を解明する面接方法一質摺様式
　　に焦点を当てて一．日本看護学教育学会第13回学術集会講演集，195，2003．
11．野本百合子，鈴木美和，舟島なをみ他：看護技術演習における教員と学生の授業過程評価の差異．第
　　34回日看会抄録集（看護教育），21，2003．
12．鈴木美和，亀岡智美，舟島なをみ他1看護職者職業経験の質評価尺度の開発一信頼性・妥当性の検証一一．
　　第34回目看会抄録集（看護教育），69，2003．
13．松田安弘，野本百合子，舟島なをみ他：看護師が知覚する看護師のロールモデル行動．第34画日看会
　　抄録集（看護教育），89，2003．
14．森真由美，舟島なをみ：新人看護師の行動に関する研究．看護教育学研究，12（2），6－7，2003．
15．鈴木美和，亀岡智美，舟島なをみ：看護職者の「職業経験の質」と「看護の質」との関連．看謹教育
　　学研究，12（2），10－11，2003．
16．野本百合子：看護実践場面における看護師の研究成果活用経験に関する研究．看護教育学研究，12
　　（2）ラ　12一ユ3，　2003曇
17．Hongo　K，　Funashima　N，　Sugimori　M，　et　a1：Role　Model　Behaviors　of〕趾rse　Facuity　and　Their　Asso－
　　ciati白n　to　Their　Attributes　in　Japan．37th　Biennial　Cenvention　FinLal　Progra凪Sigma　Theta　Tau　In－
　　ternational、　Honor　Society　of　N－　ursing，78，2003．
18．Kameoka　T，　Funashima　N，　Sugimori　M，　et　al．：Nurses‘Goal　Attainment　in　Interactions　with　pa－
　　tients，　and　Nurses：AtUibutes　Assoclated　with　lt　Based　on　King’s　Theery　of　Goal　Attainment．37th
　　B三ennial　Conventien　Final　Program，　Sigma　Theta　Tau　International，　Honor　Society　of　Nursing，83，
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　　2003．
ユ9．鈴木美和，野本百合子，舟島なをみ：病院に就業する看護職者の職業経験の質と個人特性との関係．
　　第23回日看科会講演集，187，2003．
20．村上みち子，野本百合子，舟島なをみ他：新人看護学教員の知覚する教員ロールモデル行動の特徴．
　　第23回日看科会講演集，221，2003．
21．松田安弘，定廣和香子，舟島なをみ：男性看護師の職業経験に関する研究．第23回日看科会講演集，
　　226，　2003．
22．亀岡智美，中山登志子，舟島なをみ他：看護における博士課程学生に関する研究の動向．第23回日看
　　科会講演集，320，2003．
23．山下暢子，野本百合子，舟島なをみ他：看護学実習における学生の経験に関する研究の現状一1982年
　　から2002年の研究を対象として一．第23回日看科会講演集，335，2003．
〔その他〕
24．舟島なをみ，定廣和香子：看護学教育における自己評価の意義と課題一教授活動に焦点を当てて一．
　　看護展望，　28（5），　17－22，　2003．
25．野本百合子：研究成果を活用できる看護職者の育成一看護基礎教育における「看護学研究」の教育一．
　　看護教育学研究，12（2），16－17，2003．
〔研究状況〕
　当教育研究分野は，以下の7領域に寄与する研究活動を展開した．
　①看誰教育学の理論的基盤の明確化：看護教育学研究の多くがその基盤に採用しているキングの目標達
成理論検証に向け，患者一看護師の相互行為における看護師の目標達成状況（18）を解明した，
　②看護基礎教育課程・看護学博士課程の学生の理解1看護学実習における学生行動を説明する概念（3）
を創出した．また，実習における学生を対象とした研究の内容・方法に関する現状（4，10，23）を解明
した．さらに，看護学博士課程の学生を対象とした国内外の研究の動向（22）を解明した．
　③看護学教員の発達支援：講義（5），看護技術演習（11），看護学実習（6）における教員と学生の授
業評価の差異を解明した．また，看護学実習カンファレンスにおける教授活動を説明する概念（2）を創
出した．さらに，教員のロールモデル行動に関係する特性（1，17），教員のロー一一ルモデルの有無に関係
する特性（9），新人教員の知覚する教員のロールモデル行動の特徴（20）を解明した．
　④看護学教育カリキュラムの開発：看護専門学校カリキュラム開発の基礎i資料として，教員の職業経験
を説明する概念（8）を創出した．
　⑤看護師の発達支nt　：新人看護師の行動を説明する概念（ユ4）を創出した．また，看護師が知覚する看
護師のロールモデル行動（13）を解明した．さらに，看護職者職業経験の質評価尺度（12）を開発し，職
業経験の質と看護の質（15），職業経験の質と個人特性（19）の関連を解明した、
　⑥看護実践の質向上1入院時オリエンテーションの現状（7）を解明した．また，看護実践場面におけ
る看護師の研究成果活用経験を説明する概念（16）を創出した．
　⑦看護における少数者の理解：男性看護師の職業経験を説明する概念（21）を創出した、
　その他，舟島は，看謹学教育における自己評価の意義と課題（24）について論述した．また，野本は，
「研究成果活用」をテーマとしたシンポジウムのシンポジスト（25）を務めた．
機能・代謝学教育研究分野
〔原　著〕
1．Chino　D．　Fujita　Y．，　Ishii　K．　and　Nakayama　K：Effects　of　DX－9065a，　all　inhibitor　of　factor　Xa，　on　el・－
　lagic　acid－induced　plarltar　skin　thrombosis　assessed　in　tetrodotoxin－　and　N”－nitro－－L－arginine－
　treated　rats．　J　Pharmacol　Sci　91，319－329，2003．
2．佐伯由香，田中裕二：pricking　painの」蓼痛緩il－ilにおける芳香療法と音楽療法の効果．日本看護技術学
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会誌，2（1），76－83，2003．
〔学会発表抄録〕
3．黒木淳子，山田重行：背部マッサージ（軽擦法）のリラックス効果と実施者・対象者との関係．日看
　研誌，26（3），129，2003．
4．田中裕二，佐伯由香：実験的な注射針刺入時の痛みに対する器法の効果について一体性感覚誘発電位
　　を指標として．日本看護技術学会第2回学術集会講演抄録集，33，2003．
〔その他〕
5．田中裕二，卯野木健：「Q＆A最新医学・薬理の知識」第28回サーカディアンリズム．ナーシング・
　　トウデイ，ユ8（8），74－77，2003．
6．田中裕二，卯野木健：特集：院内研究の進め方一知っておきたいルールとモラル〈各論一ll＞フリー
　　トーク　院内研究と文献引用．ナーシング・トゥデイ，18｛14），36－－39，2003．
7．田中裕二：《特集》学会発表をしよう！　学会発表の基本からプレゼンテーションの実際まで；〈プレ
　　ゼンテーションの実際〉ポスター発表；ポスターの作り方・発表の仕方．臨抹看護，29（9），1328一
　ユ333，　2003．
8．田中裕二：《特集》学会発表をしよう！学会を開催する側の苦労と参加者へのアドバイス．臨体看
　護，29（9），1333－1334，2003．
9．田中裕二：続・ケア技術のエビデンス；第10章　高次脳機能障害ケアのエビデンス．臨肺看護，29
　　（13〕，　1961－1973，　2003．
〔単行書〕
10．田中裕二：Lesson　20被殻出血による片麻痺，　Lesson　23下垂体腫瘍による視野狭窄と先端巨大症，
　　Lesson　24高次脳機能障害．菱沼典子（編集），ケーススタディ看護形態機能学一一一UZ床実践と人体の
　　構造・機能・病態の知識をつなぐ．第1版第1刷，南江堂，131・一一138，152－158，159－164，2003．
〔研究状況〕
　山田（教授）と茅野（助手）は主として微小循環生理学の基礎看護学への応用を目途に研究している（1）．
これ以外に，①一酸化窒素による褥瘡予防の実験的研究，②看護介入のリラクゼーション効果の量的測定
とその看護への応用（3），③痴呆性老人の覚醒レベルに及ぼす看護介入の効果，④大気圧の変化と自律
神経活動，⑤マイナスイ空気イオンの自律神経系に及ぼす影響などが進行中であり，大学院生や卒研生も
これに参加している．
　田中（助教授）は看護技術の科学的な検証に基づいた研究成果を発表した（2，4）．また，高次脳機
能障害患者，特に意識障害患者に対する援助技術について解説した（9）．その他に，看護研究や学会発
表の仕方（6－8）や看護実践の基礎となる形態機能学に関連した書物を執筆した（5，10）．
病態学教育研究分野
〔原　著〕
1．Okeda，　R，　Chen，　Q．，　Meng，　JS．，　Okada，　S．，　Tajima，　T．，　Mengt　YH．，　and　Kuroiwa，　T．：Influence　of　ex－
　perimental　chronic　hypertension　on　the　cerebral　and　renal　arteries　of　wild　cats．　Neuropathol，23，
　188－194，2003．
〔学会発表抄録〕
2．岡田忍，松永幸子，長谷川三恵，西尾淳子，鈴木明子，小池和子：訪問入浴サービスにおける感染防
　止一利用者褥瘡とスタッフ鼻腔からの分離菌について一．環境感染，18（1），168，2003．
3．平野明博，中野俊介，七々木潤，西尾淳子，鈴木明子，岡田忍1看護学生における麻疹，風疹の抗体
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　　保有状況と抗体測定実習の教育的効果について．環境感染，18（1），195，2003．
4．鈴木明子：看護教育と看護師のsub－culture．第23回日看科会講演集，205，2003．
〔その他〕
5．窪田宜夫，町田光，岡田忍：DNA修復阻害による放射線増感．日本放射線腫瘍学会誌，15，1－7，
　　2003．
〔研究状況〕
　本研究分野では，感染防止対策の対象を院内から在宅に広げ，その中でも特に感染伝播の可能性が高い
と推測される訪問入浴サービスにおける感染防止対策に取り組んでいる．今年度は，訪問入浴サービス利
用者の褥瘡とスタッフの鼻腔内から分離された細菌の薬剤耐性パターンから，訪問入浴サービスにおける
交差感染の可能性について発表した（2）．現在も対象を広げ，引き続き研究を継続している．
　院内感染の防止については，鈴木が千葉大学医学部附属病院lnfection　Control　Teamの活動をもとに，
看護師の手洗い行動についての学際的な研究を発表した（4）．さらに，手洗いの具体的な方法について
も，発表予定である．また，将来の医療従事者である看護学生の麻疹，風疹抗体の保有状況を調査すると
ともに，学内実習で自身の風疹抗体価を測定し，この実習が抗体の重要性に対する認識に及ぼす教育的効
果について検討し，学会発表した（3）．今年度はこれらの感染症と接する機会の多い産科・小児科職員
についての調査を進めている．感染防止には，感染を受ける宿主側の要因も重要であるが，その中でも特
に看護との関わりが深いと考えられる栄養状態と免疫の関係に着目し，化学療法による免疫系や消化管粘
膜バリアの傷害に対する栄養状態の影響についても検討中である．
　この他，岡田らは慢性高血圧のネコの脳および腎血管の変化についての論文（1）とDNA修復阻害に
よる放射線増感についての総説（5）をまとめた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
母性看護学教育研究分野
〔原　著〕
1．中野美佳，森恵美，前原澄子：出産体験の満足に関連する要因について．母性衛生，44〔2），307－314，
　　2003．
2．佐伯章子，森恵美，佐藤措子：早産徴候の出現にともなう状況の変化を妊婦が受けとめる過程とその
　援助について．千葉看会誌，9〔1），34－41，2003．
3．栗山洋子，森恵美：助産師が自己価値のゆらぎから解き放たれていく過程について．千葉看会誌，9
　（1｝，　42－・48，　2003．
〔学会発表抄録〕
4．林ひろみ，大月恵理子，森恵美：初めての児の誕生にともなう父親役割自認と役割行動への取り組み
　　に関する研究．第5回母性看護学会学術集会抄録集，27，2003，
5．林ひろみ，大月恵理子，森恵美：初めての児の誕生にともなう父親役割行動の調整過程に関する研究．
　　第5回母性看護学会学術集会抄録集，28，2003．
6．渡邊麻衣，小澤治美，森恵美：早期新』生児の蹄泣に対する母親の反応の経目的変化について．母性衛
　　生，　44｛3），　168，　2003．
7．芝本美紀，森恵美：先天外表奇形児分娩の際に看護職：者が抱いた思いと対応．母性衛生，44（3），216，
　　2003．
8．糠塚亜紀子，森恵美，大月恵理子：不妊女性に対する看護におけるジレンマの内容と意思決定に関す
　　る研究．第15回目本生命倫理学会～プログラム・予稿集～，80，2003．
9．武田奈津江，望月良美，森恵美1母親が初経教育を行うことにかかわる要因について．第22回日本恩
　　春期学会総会学術集会抄録集，90，2003．
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〔報書書〕
10、違餐禎子，新井藤江，森恵美，ほか1女性の健康づくりを支援する「まちの保健室」とプライマリー
　　ヘルスケアシステムづくり．平成14年度地域における看謹提供システムモデル事業（まちの保健室）
　　報告書，139－168，日本看護協会，2003．
IL森恵美：不妊治療によって妊娠した女性の母親役割獲得プロセスに関する研究．平成10～13年度科学
　　研究費補助金　基盤研究｛CX　2），2003．
ユ2．森恵美：看謹教育における女性に特化した高度専門職業人教育に関する研究．個の医療の確立を目指
　　したジェンダー医療科学研究推進に関する企画調査報告書一平成14年度科学研究費補助金（基盤研究
　　（CX1））研究成果報告書一21－36，2003．
〔その璽〕
ユ3．轟恵美：不妊と看護．シンポジウム「子どもと家族支援における看護職の役割」，第26回目本医学会
　　総会学術講演要旨，292，2003．
〔Me状・M〕
　本教育研究分野では，Reproductive　Healthに関連した健康問題を持つ女性や，妊娠・分娩・産褥期な
どにある女性の健康や母性姓の発達を促す看護方法に関する研究を行っている．家族育成期の女性とその
重要なパートナーである夷との関係，家族についても調査，検討を重ねている．また，援助を行う助産師
が職業上いだきやすい困難さにも焦点をあて研究を重ねている．
　森らは，出産体験に関わる要因についての質擬紙譲査の結果を原著にまとめた（1）．また，｛左伯らは
早産璽候の出現にともなう状況の変龍を受けとめる過程について縦断的に調査した結果を原著にまとめた
（2）．さらに，助産師が専門職としての自信をなくし，その後立ち直った体験を調査した結果を原著に
まとめた（3）．
　森はReprodu亡tive　He蘂hに麗連した調査結果について報、告・書（10）をまとめた．望月とともに研究成
果を発壼した（9）．潤産期の母親役割獲得を援助する羅究として，森は，平成10～13年にわたり科学研
究費補助金を得て行った不妊治療後妊娠した女性に関する研究成果を報告書（11）としてまとめた龍，小
澤とともに行ロた研究結果を発表した（6）．さらに，家族育成期の夫が父親役割を獲得していく避程に
ついて研究した結果を発表した（4）（5）．また，森らは助産欝が職業上いだきやすい困難さに関連する
研i雍結果を発表した（7）（8）．
小児看護学嚢膏霧嚢曇野
源　著〕
1、藁木暁子，片山罎かり：曇子入圃中の乳塾糞i擢の障書鰭の母子招互作欝を捉進する看護援助一棄践者
　　と班窺者の籟§雛こよる壌難事｛率こ封する取り経み一一．千葉看会誌，§⑧，9畦5，2eO3、
乳4・」縫E子：小鐙がん母子どもの処置iこ対する主棒｛生を高める看護援纏一ノートパソコンの9“f象を驚い
　　た轟蓑麹積馨提撰を餐rコて一．小翼がん学会会誌，4鍵］，542－549，2003．
3．抹貢香，石擬紀子，穣塞久江，牢鐙縫藁，小實童子，丸光憲．瀬蓑i懲モ1看護職・繋育職轟運わった
　子ども虐欝ケースと援藁i母聾撒．gl・菱1繋鍵i霞箋，62｛1），65－？2．20鍵．
4．福墨生璽．纏木曉子，薫蒼盲音子，穣沢せい子，荒屋敷裏子，遠藤馨子：岩手藥にお持る資彊ストレ
　スt2）変龍とそれにかかわる要墨一3年戴の譲査との箆較から一岩手渠立大学曇護学欝紀要，5，1－
　1茎　“？ee3．
5・蹴葺要謡誌曇隔一癒b寄as逗葺三Sako　￥aRagi．匡ξ銘珪e　E豊土丁緯ao　Ari註a醸葺▲d巷o爾聡謬磁i：Re一
　逗髄晦寵撫認灘脇麹L・文ゴ葺遮；9id．　ceSif！me珪genetic竿ariafits　ef　the　eRdQtl｝e｝ial　l」pasc
　難鎚垂3彗P鑓．e＄e　scheel－－a彗ed　chgdreiX　｝lugiaa（Genetie§，　l　l　3（4＞，311－315．題露、
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〔学会発表抄録〕
6．申村伸枝，兼松百合子，松浦信夫，佐々木望，佐藤浩一，宮本茂樹：小学校高学年から中学生の1型
　　糖尿病患者の疾患に関連したQOL．日本糖尿病教育・看護学会誌，7（特別号），80，2003．
7．中村伸枝，松浦信夫，佐々木望，貴田嘉一，田艇尚子；糖尿病をもつ子どもと健康児の生活の満足度
　　（QOL）の比較一小学校高学年から中学生の結果一．第9回小児・思春期糖尿病研究会，17，2003．
8．中村伸枝：家族支援におけるキャンプの役割第46回日本糖尿病学会年次学術集会シンポジウム27：
　　小児・ヤング糖尿病キャンプの現在と未来一今なぜキャンプが必要か一．糖尿病，46陣，108，2003．
9．中村美和，中村伸枝：化学療法を受ける小児がんの子どもの口内炎に対するセルフケアを促す看護援
　　助指針の作成．千葉看会第9回学術集会集録38－39，2003．
10．小Jll純子，伊庭久江，林有香，中村伸枝：乳児の母親が育児上で困っていること一育児や健康管理に
　　関する母親へのアンケート調査から一．日本小児看護学会第13回学術集会，302－303，2003．
11．伊庭久江，林有香，小川純子，中村伸枝：看護師が育児支援を行なう上で大切にしていること．日本
　　小児看護学会第13回学術集会講演集，300－301，2003．
12．伊庭久江，林有香，小川純子，中村伸枝：医療機関の看護師が行う育児支援について．第50回日本小
　　児保健学会講演集，284－285，2003．
13．佐藤浩一，中村伸枝，小林啓二，木村明美，皆川孝子，野田弘昌，大西尚志，今田進，宮本茂樹，
　　佐々木望；成長ホルモン治療中の成長ホルモン分泌不全性低身長症児と非内分泌性低身長児の生活の
　　満足（QOL〕の比較．第37回日本内分泌学会，2003．
14．荒木暁子，兼松百合子，横沢せい子，荒屋敷亮子，相墨生恵，藤島京子：目本版Parenting　Stress
　　Indexショートフォームの開発．第50回日本小児保健学会講演集，100－－101，2003．
15．渡辺淳子，荒木暁子：第2子の母乳育児に取り組む母親への看護援助に関する研究一第1子を混合栄
　　養とした母親への面接調査から一．第34回日本看護学会論文集一母性看護一100－102，2003．　　　　L
16．荒屋敷亮子，兼松百合子，横沢せい子，相墨生恵，荒木暁子，藤島京子：日本版PSIショートフォー
　　ムに対応する援助マニュアル開発の試み．家族看護学研究，9｛2｝第10回学術集会抄録，70，2003．
〔報告書〕
17．中村伸枝，武田淳子，遠藤巴子，伊庭久江，林有香，石川紀子：学童と親を対象とした日常生活習慣
　　改善プログラムの試作と検討．平成12～14年度科学研究費補助金（基盤研究（cX2））研究成果…報告書，
　　1－97．平成15年3月．
18．中村伸枝：糖尿病をもつ子どもと保護者のQOL全国調査．平成14年度厚生労働科学研究（子ども家
　　庭総合研究事業）報告書「糖尿病および生活習慣病をもつ子どものQOL改善のための研究」主任研
　　究者1松浦信夫，559－561，2003．
〔その他〕
19．出野慶子，中村伸枝，徳田友，兼松百合子，宮本茂樹：小児糖尿病ファミリーキャンプの意義　両親
　　への質問紙調査の分析より．日本糖尿病教育・看謹学会誌，7｛i），5－14，2003．
20．中村伸枝，武田淳子，伊庭久江，林有香，遠藤巴子，日高倫子，兼松百合子：養護教諭との連携によ
　　る学童と親を対象とした日常生活習慣改善プログラムの実践．千大看紀要，25，67－73，2003．
21．荒木暁子，遠藤巴子，羽室俊子，佐藤秋子，三妊順子：岩手県の保育園保健の実態と看護職の役割．
　　岩手県立大学看護学部紀要，5，4．7・－55，2003．
22．荒木暁子，東幸恵，相墨生恵，荒屋敷亮子，小山睦美：家庭内における乳幼児の事故とその紡止への
　　援助一啓蒙パンフレットの作成とその効果一岩手県の保育図保健の実態と看護職の役割．岩手渠立大
　　学看謹学音1三紀要，　5，65－70，2003．
23．浅沼優子，荒木暁子：米国の看護学大学院教育における多様なカリキュラムの実際一University　ef
　　North　Caro撫a　at　Chapel　Hill看護学音II研修報告．岩手県立大学看謹学部紀要，5，135－143，2θ03t
24．中村伸枝：小児糖尿病患者の成長を支える看護の連携・継続．Quality　Nursing，9｛6｝，11－15，2003．
25．荒木暁子：食事場面における乳幼児期の障害児とその母親の相瓦作用を促進する看謹援鍵方法一一対象
　　母子自身のビデオテ・一一プを用いて一．Quality　Nursing，9｛2｝，2003．
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26．中村伸枝：2型糖尿病をもつ学童・思春期の子どもと家族への看護援助．小児看護，26｛7），842－847，
　　2003．
27．中村伸枝；糖尿病の遺伝情報と看護．小児看護，26（7），866－869，2003．
28．申村伸枝：慢性病児のストレス・コーピングと看護の役割．小児看護，26⑧，982－986，2003．
29．小川純子：小児がんの子どものストレスコーピングと看護ケア．小児看護，26（8），992－996，2003．
30．荒木暁子，兼松百合子，荒屋敷亮子，相墨生恵，横沢せい子，遠藤巴子：1～2歳児を育てる母親の
　　育児ストレスの1年間の変化一日本版Parenting　Stress工ndexを用いた調査より一．チャイルドヘル
　　ス，6　｛12），71－－75，2003．
31，中村伸枝，荒木暁子，小川純子，遠藤数江，村上寛子：実習で困らないための患者との対応術　学童
　　期患児とのコミュニケーション．ナーシングカレッジ，7閻，63－68，2003．
32．中村伸枝：学校内における病名公表は？．肥満と糖尿病，2（3），98－99，2003．
33．佐々木望，中村伸枝，宍戸史明，西川純子；座談会　小児肥満・小児糖尿病の現場から．肥満と糖尿
　　病，　2（3），　］15－131，　2003．
34．中村伸枝，数川逸郎，石野恵子：血糖が気になり食事摂取量が減少した小学生男子と母親に対する関
　　わり．第9回千葉小児糖尿病研究会，2003．
35．小川純子，伊庭久江，林有香，中村挿枝：アレルギー疾息をもつ乳幼児の母親に対する育児支援につ
　　いて一育児や健康管理に関するアンケート調査から一．第27回千葉県小児保健協会総会，2003．
〔巣行書〕
36．荒木暁子：第7章　障害のある小児と家族の看護．系統看護学講座専門22小児看護学［1］小児看
　　護学概論・小児臨床看護総論．医学書院，479－480，2003．
37．荒木暁子，田辺雄三，伊達裕昭：鶉経疾患と看護．系統看護学講座専門23小児看護学〔2］小児臨
　　床看護各論．医学書院，356－357，378「388，20G3．
〔研究状況〕
　本年度より，荒木，遠藤，村上が新たに着任し，研究の充実が図られた．本教育研究分野で継続してき
た慢性疾患をもつ子どもと家族の看護援助に，荒木の研究テーマである障害児の母子相互作用に関する研
究（1）や，育児ストレスに関する研究（4，14，16），遠藤の小児肥満に関する研究（5）などが加わ
り，研究の幅が広がった．中村と遠藤は小児糖尿病外来やサマーキャンプ，荒木は障害児の母子入園，小
川と遠藤，村上は小児がんにかかわる臨床施設と定期的な会議や研修をもちながら教育研究活動を展開し
ている．
　中村は，平成12～14年度文部科学省科学研究費を得た「学童と親を対象とした日常生活習慣改善プログ
ラムの試作と検討」の成果をまとめるとともに（17，20），新たに平成15・一・－17年度文部科学省科学研究費
を得た「学童期から青年期にかけての食習慣の形成」に本教育研究分野全体で取り組んでいる．また，平
成13－－15ff度厚生労働省科学研究費を受けた「糖尿病および生活習慣病をもつ子どものQOL改善のため
の研究」（主任研究者：松浦信夫）の研究協力者として班全体の「小児糖尿病のQOL全国調査」を実施し，
発表した（6，7，18）．小用は，小児がんの子どもの主体性を高める看護援助の研究（2，29）に加え，
平成13年度より行なってきた育児支援に関する研究（10，11，12，35）をまとめ発表した．
　また，本年度よりCOEのサブプロジェクト「日本型家族支援」において，「疾患管理を必要とする患児
の家族への支援」に関するメタ研究や，家族支援室での看謹援助，緩和ケアを必要とする子どもとその家
族への支援に関する国際比較について，大学院生や修了生を含めた研究室全体で取り組み始めている．
成人看護学教青研究分野
〔原　著〕
1．佐藤まゆみ，小西美ゆき，菅原聡美，増島麻里子，佐藤禮子：がん患者の主体的療養を支援する上で
　　の外来看護の問題と問題解決への取り組み．千大看紀要，25，37－44，2003．
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2．秋元典子，佐藤檀子1子宮がん患者が広汎子宮全摘出術後を安寧に生きるための強靱さの獲得を促進
　　する看護援助．千葉看会誌，9（1），26－33，2003．
3．浅野美知恵，佐藤挫子：がん手術後2年から3年経過した患者とその家族員の社会復帰過程における
　　自分らしさの回復．順天堂医療短期大学紀要，14，13－24，2003，
4．浅野美知恵，佐藤禮子：手術を受けたがん患者の社会復帰過程における家族員の患者支援行動と家族
　　員への看護援助．日がん看会誌，17（1），25－34，2003．
5．水野照美，佐藤禮子：痛みのあるがん患者の在宅療養における苦痛とセルフケア．千大看紀要，25，
　　1・－8，　2003．
6、佐伯章子，森恵美，佐藤禮子：早産徴候の出現にともなう状況の変化を妊婦が受けとめる過程とその
　　援助について．千葉看会誌，9　（i｝，34－41，2003．
〔学会発表抄録〕
7．佐藤禮子：先端医療における集中看護．第26回日本医学会総会学術講演要旨，289，2003．
8．柴田純子，佐藤禮子，増島麻里子：終末期がん患者を自宅で介護する家族員の体験．第23回日看科会
　　講演集，263，2003．
9．秋元典子，佐藤槽子：広汎子宮全摘出術を経験する子宮がん患者の安寧に生きるための強靱さに関す
　　る研究．日がん看会誌，17（特別号），65，2003．
10．水野照美，佐藤橿子：がん性痔痛があり通院治療を続けるがん患者の苦痛の様相．ag　8回日本緩和医
　　療学会総会プログラム講演抄録集，55，2003．　　　　　　　　　　　　　．
11．太田節子，佐藤禮子；高齢大腿骨頚部骨折患者への看護に関する文献分析一過去5年間一．第23回日
　　看科会講演集，528，2003．
12．奥朋子，佐藤禮子，佐藤まゆみ：家事労働を担う女性がん患者が行うリハビリテーション．第23回日　　一
　　看科会講演集，299，2003．
13．桑原麻理子，佐藤禮子：工CU・CCUに緊急入院した患者の配偶者の体験．第23回日看科会講演集，
　　133，　2003．
14．小関真紀，佐藤禮子，菅原聡美：上部消化管がん患者の手術後の自己概念の変化．第23回日看科会講
　　｝寅集，　145，　2003．
15．水野照美，佐藤禮子：がん性痙痛があり通院治療を続ける患者の苦痛への取り組み．第23回日看科会
　　講演集，297，2003．
16．Mayumi　Sato，　Reiko　Sato：Nursing　Care　Facilitated　the　Psychological　Adjustment　of　Breast　Cancer
　　Patients　Scheduled　to　Undergo　Breast　Conservative　Therapy．　First　International　Conference　Japa－
　　nese　Society　of　Cancer　Nursing　Proceedings，44，2003．
IZ　Satomi　Sugawara，　Mayumi　Sato，　Miyuki　I〈onishi，　Mariko　Masujima，　Reiko　Sato，　Akemi　Okamoto，
　　Chiho　Mizuno，　Tomoko　Oka，　Yoko　Kamma，　Mio　Machimoto：An　Analysis　of　Multidimensi皿al
　　Needs　in　Outpatients　Living　with　Cancer　in　Japan．　First　lnternational　Conference　Japanese　Society
　　of　Cancer　Nursing　Proceedings，56，2003．
18．Mariko　Masujima，　Miyuki　Konishi，　Mayurni　Sato，　Satomi　Sugawara，　Reiko　Sato，　Etsuko　Morimoto，
　　Yumiko　Baba，　Junko　Asai，　Miyoko　Kawakami，　Hiroko　Yoshida：　Factors　Related　to　Needs　in　Outpa－
　　tients　Living　with　Cancer　in　Japan．　First　International　Conference　Japanese　Society　of　Cancer
　　Nursing　Proceedings，57，2003．
19．Masami　Hanade，　Reiko　Sato：Quality　of　Life　over　the　First　Year　Following　a　Diagnosis　of　Head　and
　　Neck　Cancer．　First　International　Conference　Japanese　Society　of　Cancer　Nursing　Proceedings，61．
　　2003．
20．Akemi　Okamoto，　Reike　Sato，　Satomi　Sugawara：Nursing工ntervention　Focused　on　Active　Behavior
　　by　Gastric　Cancer　Patients　Returning　to　Work　after　Gastrectomy．　First　International　Conference
　　Japanese　Society　of　Cancer　Nursing　Proceedings，69，2003．
21．Akiko　Yoshino，　Reiko　Sato，　Miyuki　Konishi：Health　Promoti皿for　Cancer　Sllrvivors　Who　Had　Sur－
　　gery．　First　International　Conference　Japanese　Society　of　Cancer　Nursing　Proceedings，72・2003・
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22．Yuki　Kikuuchi，　Reiko　Sato：Body丘nage　in　Patients　with　Lung　Tumor．　First　International　Confer－
　　ence　Japanese　Society　of　Cancer　Pt「ursing　Proceedings，73，2003．
23．Chihoko　Sakurai，　Reiko　Sato，　Mariko　Masujima：Decision　Making　Related　to　Hoエne　Care　for　Termi－
　　nal　Cancer　Patients　and　Family　Members　in　Japan．　First　International　Conference　Japanese　Soci－
　　ety　of　Cancer　Nursing　Proceedings，121，2003．
24．Michie　Asano，　Reiko　SatαBereavement　of　Japanese　Families　Who　Have　Lost　Adult　Members　in
　　General　Wards．　First　International　Conference　Japanese　Society　of　Cancer　Nursing　Proceedings，
　　ユ27，2003．
25．Michie　Asano，　Reiko　Sato：Decision－making　on．　the　Return　to　Social　Life　of　Postoperative　Cancer
　　Patients　within　the　Months　Following　Discharge．　The　6th　East　Asian　Forum　of　Nursing　Scholars，
　　65，2003．
〔報告書〕
26．佐藤禮子，佐藤まゆみ，小西美ゆき，菅原聡美，増島麻里子，水野照美：癌患者の主体的療養を支援
　　するための外来看護モデルの構築に関する研究．平成11年度～平成14年度科学研究費補助金（基盤研
　　究（BX2））研究成果報告書，2002．
27．舟島なをみ，佐藤禮子，杉森みど里，山ロ瑞穂子，定廣和香子，野口美和子，中谷啓子，平山朝子，
　　前原澄子，亀岡智美：看護系大学・短期大学における教授活動支援システムの開発一看護系大学・短
　　期大学における自己点検・評価システムのサブシステムとLて一．平成11年度～平成14年度科学研究
　　費補助金（塞盤研究（BX　2｝）研究成果報告書，2002．
〔その他〕
28．佐藤禮子：看護系大学の未来の展望と課題．看護管理，ユ3（7｝，540－543，2003．
29．佐藤まゆみ，酒井郁子，佐藤禮子，湯浅美千代，大室律子：看護系大学を卒業した看護職者の活用・
　　育成に関する看護部長の意識．看護管理，13（7｝，528－531，2003．
30．佐藤まゆみ：lli本がん看護学会第1麺交際学術集会報告　がん看護の世界的潮流Cancer　Nursing：
　　World　Wide　Topics．がん看護，8（4｝，315－－318，2003．
31．増島麻里子，佐藤まゆみ，小西美ゆき，菅原聡美，佐藤禮子：米国におけるがん患者の主体的療養を
　　支援するための外来看護実践．千大看紀要，25，61－66，2003．
32．浅野美知恵，佐藤禮子1一般病棟で成人がん患者と死BISした配偶者の悲嘆過程におけるセルフケア．
　　月刊ナー・シング，23（6｝，168－－174，2eo3、
33．酒井郁子，湯浅美千代，佐藤まゆみ，大室律子，佐藤禮子：看護系大卒者の特徴と育成・活用に関す
　　る看護師長の認識．看護管理，13（ア），517－521，2003．
34．湯浅美千代，酒井郁子，佐藤まゆみ，大室律子，佐藤禮子：看護師長が期待する役割と育成・活用に
　　関して取り組みたいこと．看護管理，13（7），523－527，2003．
35．Reiko　Sato：CANCER　NU』RSI［NG：Embracing　Changes　in　Hea正th　Care　within　the　Japanese　Culture，
　　First　lnternational　Conference　Japanese　Seciety　of　Ca亘cer　Nursing　Proceedings，21，2003．
〔単行書〕
36．佐藤禮子；第1章　成人看護技術概論．実践看護技術学習支援テキスト成人看護学1，佐藤禮子（監
　　修），日本看護協会出版会，3－17，2003．
37．佐藤まゆみ：第2章成人看護技術各論璃形態機能の変化への適応を支援する看護技術．実践看護
　　技術学：習支援テキスト成人看護学王，佐藤控子（監修），日本看護協会出版会，164－188，2003．
38．佐藤禮子，増島麻里子：第2章　成人看護技術各論X人生の終末段階にあるがん患者への看護技術．
　　実践看護技術学習支援テキスト歳人看護学1，佐藤橿子（監修），日本看護協会出版会，242－270，
　　2003．
39．増島麻里子（訳）1第10章　運動とリンパ浮腫，第16章　新たな治療法，第18章　小児期のリンパ浮
　　腫，第］9章　頭頸部のリンパ浮腫，Robert　Twycross，　Karen　Jenns，　Jacquelyne　Todd（著），季羽倭
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文子，志真泰夫，丸ロミサエ（監訳），リンパ浮腫一適切なケァの知識と技術．1．31－－151，249－262，
271－283，285－299，中央法規，2003．
〔研究状況〕
　成人看護学教育研究分野では，がん看護，周手術期看護，終末期看護に関する研究を継続して行ってい
る．
　佐藤らは，がん看護について，平成11年度より取り組んできた「癌患者の主体的療養を支援するための
外来看護モデルの構築に関する研究」の集大成を知見として総括し（1，26，31），研究成果を海外に向
けて発表した（17，18）．さらに，平成15年度からは，構築された外来看護モデルを実践に活用するため
の「がん患者の主体的療養を支援する外来看護モデルの外来看護実践への適用に関する研究」と「再発乳
がん患者のQOLを高めるためのサポートグループプログラムの開発に関する研究」に取り組んでいる．
また，佐藤は，国際学術集会において，日本のがん看護の概観を講演し（35），佐藤（ま）は，国際学術
集会の多彩な内容ついて報告した（30）．その他には，がん患者と家族の抱える複雑な問題について多角
的に分析した研究成果を国内外に向けて発表した（12，16，’19，21，22）．
　周手術期看護については，先端医療における看誰や，手術により生じる患者の苦悩と体験を明らかにし
て長期的な看護援助を導く研究成果を発表した（2，3，4，7，9，11，13，14120，25）．
　終末期看護については，患者の痛みの体験を明らかにする研究や，在宅で過ごす終末期患者の家族に関
する研究成果等を発表した（5，8，10，15，23，24，32）．
　その他，佐藤は，看護系大学における看護教育の在り方に関する知見を総括し（27，28），佐藤，佐藤
（ま）は，看護系大学における看護教育に関する研究成果を報告した（29，33，34）．さらに，佐藤，佐
藤（ま），増島は，看護実践に必要な知識・技術・態度を実践看護技術学習支援テキストとして著述し（36，
37，38），増島は，リンパ浮腫に関する知見を翻訳した（39）．
老人看護学教育研究分野
〔学会発表抄録〕
1．Masaki　H．，　Yuasa　M．，　Namie　A．、　Enomoto　M．＆Horinouchi　W．：The　factors　related　quality　of　care　in
　　long　term　institutes　for　elderly　care　in　Japan．　The　7ih　Asia／Oceania　Regionai　Congress　of　Gerontol－
　　ogy　Book　of　Abstracts，　s197，2003．
2．清水安子，内海香子，野口美和子，黒田久美子，横山信子，鳥飼紀子：A病院糖尿病外来における高
　　齢者インスリン使用者のニーズの実態について．日本糖尿病教育・看護学会誌　7（特），182，2003．
3．黒田久美子，清水安子，横山信子，鳥飼紀子，内海香子：A病院糖尿病外来における虚血性心疾患患
　　者のニーズの実態について．日本糖尿病教育・看護学会誌，7（特），200，2003．
4．内海香子，清水安子，湯浅美千代，黒田久美子，横山信子，鳥飼紀子，大神ヨシ子：高齢糖尿病患者
　　のインスリン使用に伴う生活上の問題状況．第34回日看会抄録集（老年看護），104，2003．
5．高橋綾，清水安子，正木治恵：糖尿病患者へ看護に熟練した看護師が外来で実践している看護援助に
　　ついて．日本糖尿病教育・看護学会誌，7（特），142，2003．
6．桃坂真由美，清水安子，正木治恵：虚血性心疾患と糖尿病を併せもつ患者の自己管理に関する研究．
　　日本糖尿病教育・看護学会誌，7（特），91，2003．
7．Narnie　A．，　Masaki　Hr　Yuasa　M．，　Enomoto　M＆Horinouchi　W．：The　present　condition　of　elderly　car－
　　ing。f　J。pan・・e　nursing　h・m・．　The　7山Asia／Oceani・R・gi・nal・C・ngres・・f　Ge・・nt・1・gy　B・・k・f　Ab－
　　stracts，　s193，2003．
8．小枝加奈子，湯浅美千代，波江綾子，正木治恵：排徊している痴呆性老人を休息へと誘導するための
　　援助方法の検討．第34回日看会抄録集（老年看護），ユ31，2003．
9．花房貴子，湯浅美千代，波江綾子，正木治恵：痴呆症状を有する高齢者が受診・入院する時の家族の
　　困難．第34回日看会抄録集（老年看護），64，2003．
10．根本敬子，湯浅美千代，酒井郁子，佐瀬真粧美，島田広美，福山由美子，波江綾子，丸山優：文献か
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　　らみた痴呆性老人のリスクマネジメントの課題．日本老年看護i学会第8回学術集会抄録集，90，2003．
11．古賀久美子，正木治恵，清水安子，長瀬明日香，森加愛苗：糖尿病予防教室プログラムの開発一自己
　　の身体に関心を向けるためのプログラムとは．日本糖尿病教育・看護学会誌，7（特），205，2003．
12．高橋里江，古賀久美子，清水安子，正木治恵：糖尿病教育入院患者の入院中の目標の変化について一
　　退院後の患者自身の生活をともに考える関わigを行って一．日本糖尿病教育・看護学会誌，7（特），
　　193，　2003．
〔その他〕
13．正木治恵，井上智子，亀井智子，唐澤由美子，北山三津子，高田早苗，牧本清子，村本淳子，吉田千
　　文，石井邦子1看護実践能力の到達度評価方法に関する検討．Quality　Nursing，9（6｝，31－34，2003．
14．村本淳子，正木治恵，井上智子，亀井智子，唐澤由美子，北山三津子，高田早苗，牧本清子，吉田千
　　文：学内における看護実践能力の到達度評価方法一総合技術テスト①（救急看護場面）一．Quality
　　Nursing，　9（6｝，　35－41，　2003．
15．北山三津子，亀井智子，正木治恵，井上智子，唐澤由美子，高田早苗，牧本清子，村本淳子，吉田千
　　文：学内における看護実践能力の到達度評価方法一総合技術テスト①（家庭に出向いて行う看護場面）
　　一．Quality　Nursing，9（6），42－45，2003．
16．吉田千文，jE木治恵，井上智子，亀井智子，唐澤由美子，北山三津子，高田早苗，牧本清子，村本淳
　　子：臨地における看護実践能力の到達度評価方法．Quality　Nursing，9（6），46－51，2003．
17．唐澤由美子，正木治恵，井上智子，亀井智子，北山三津子，高田早苗，牧本清子，村本淳子，吉田千
　　文：達成事項を記録したポートフォリオ評価．Quality　Nursing，9｛6），52－59，2003．
18．牧本清子，井上智子，正木治恵，亀井智子，唐澤由美子，北山三津子，高田早苗，村本淳子，吉田千
　　文：コンピュータアシステッド（CAI）による自己学習システム．　Quality　Nursing，9（6），60－65，
　　2003．
ユ9．正木治恵：看護実践能力向上のための教育改革　教育の立場から．月刊ナースマネージャー，5（1），
　　13－19，　2003．
20．正木治恵：「看護基礎教育における技術教育のあり方に関する検討会」報告書をめぐって．看護展望，
　　28（7｝，　50－55，　2003．
21．正木治恵：特集　透析認定看護師制度の必要性　透析看護師制度を支えるもの．臨床透析，19｛11），61
　　－65，　2003．
22．水附裕子，内田明子，正木治恵，久保君代，下山節子：腎不全領域における認定看護師の必要性につ
　　いて一アンケー一ト調査を通して一日本腎不全看護学会誌　5（1），30－33，2003．
23．金原陽子，清水安子，湯浅美千代，野口美和子：糖尿病という病名のカミングアウトの実態．第33回
　　日看会論文集（成人看護ll　），280－282，2003．
24．津野祥子，清水安子，湯浅美千代，野口美和子1糖尿病患者の自己管理実践と入院体験から生まれる
　　快体験の変化とその要因、第33麺日看会論文集（成人看護H），283－285，2003．
25．村松貴子，佐久聞祥子，Jll上星子，生駒尚子，佐藤千晶，田所良之，磯谷洋子，叶井優子：在宅でイ
　　ンターフェロンβ一1b治療を継続する多発性硬化症患者の気持ちについて．第1回千葉MSフォーラ
　　ム（口頭発表），2003．
〔単行書〕
26．正木治恵：セルフケァ理論とその活用．［編集］日本腎不全看護学会，透析看護，初版，医学書院，
　　167－171，　2003．
〔研究状況〕
　当研究分野では，慢性病患者の看護と老人看護を2本の柱として教育・研究を行っている．
　慢性病患者の看護では，糖尿病患者会のサポートや千葉糖尿病スタッフ研究会の運営に関わり，研究・
実践の基盤を作っている．また，千葉県内の病院の糖尿病専門外来において，新たな実践に研究的に取り
組み（2，3，4），さらに，地域における糖尿病看護の新しい役割・活動を探る研究（11）を行い，こ
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れらの活動を通してその成果を発表した（5，6，12，14，15）．また，田所は，多発性硬化症患者に対
する新しい治療に伴い必要となる看護援助を導く研究を行った（25）．
　老人看護に関しては，千葉市内の特別養護老人ホーム，介護老人保健施設を訪問し，施設ケアの現在の
課題や今後の看護のあり方を探る研究に取り組み，その成果を発表した（1，7）また，痴呆性老人や家
族へのケアの方法（8，9），リスクマネジメント（10）に関する研究の成果を発表した．
　また，正木は，看護実践能力の到達度評価方法に関する検討ワーキングを，8大学9名のメンバーで
行っており，その成果を執筆した（16，17，18，］9，20，21）．正木は，腎不全患者の看護について，透
析認定看護師制度の必要性について調査を行い（13）執筆した（24，26）．
　今年度は，清水が，「大学病院における慢性疾患専門外来の患者指導の実態と看護師の役割」について，
古賀が，「インスリン自己調節に関するガイドライン試案の作成」についてそれぞれ，文部科学省科学研
究費補助金（若手研究B）を受け，調査研究を進めている．
精神看護学教育研究分野
〔原　著〕
1．岩崎弥生，石川かおり，清水邦子，宮崎澄子1精神障害者の家族のケア提供を支える要因一聞き取り
　調査の定性分析一．病院i地域精神医学，45（4），460－467，2003．
2．石川かおり，岩崎弥生，清水邦子，宮1晴澄子：精神病患者の家族のケア提供上の困難と対処．精神科
　看護，30（5），53－57，2003．
〔学会発表抄録〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『
3．Ishikawa　K，　Shimizu　K，工wasaki　Y，　Tanaka　M，＆Miyazaki　S：2003　Self－management　of　daily　life
　　among　mentally　ill　adults　living　in　the　community．ユst　International　Conference　of　Qua！ity　of　Psy－
　　chiatric　and　Mental　Health　Nursing，　January　29，2003．
4．岩崎弥生1痴呆性高齢者の地域ケァについて．第7回千葉痴呆研究会，2003．
〔報告書〕
5．岩崎弥生，石川かおり，清水邦子：精神障害者の家族支援システムの開発に関する研究．平成14年度
　　文部科学研究費補助金［基盤研究（CX2）課題番号U672363ユ総合報告書，1－157，2003．
6．岩崎弥生；パキスタン・看護教育プロジェクトアフターケア（精神看護）業務完了報告書，1－41，2003．
〔その他〕
7．岩1暗弥生：異文化で看護する．国際看護研究会Newsletter，28，2－6，2003．
8．荻野雅：精神科看護と病棟文化．日本精神保健看護学会誌，12（1），168一ユ71，2003．
9．荻野雅：看護研究方法一一es問紙調査と事例研究．日本精神科看護技術協会千葉県支部第28回看護研究
　　発表会，2003．
10．荻野雅：医療機関におけるCNSのポジショニング，平成15年度千葉大学公開講座，看護におけるマネ
　　ジメントカ，2003．
〔単行書〕
11．岩1崎弥生：事例研究．松木光子・小笠原知枝編，これからの看護研究一基礎と応用一，ヌーヴェルヒ
　　ロカワ，75－89，2003．
12．岩崎弥生：事例研究一研究例1－．松木光子・小笠原知枝編，これからの看護研究一基礎と応用一，
　　ヌーヴェルヒロカワ，209－220，2003．
13，荻野雅：精神障害を優しく理解する．谷岡哲也他編，日総研，199，226－231，2003、
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〔研究状況〕
　精神看護学教育研究分野では，精神保健上の援助を必要としている人々とその家族，それを支える看護
者，また文化的社会的少数派などを対象として，対象者の抱える困難さと援助方法に関する研究を継続し
ている．
　平成11年度より文部科学研究費補助金（基盤研究（cX2｝研究代表者岩崎）を受け精神障害者の家族支援
に関する研究を継続して行っており，その研究成果を報告，発表した（1）（2）（5）．
　加えて精神障害者が精神的問題を抱えながら地域で生活する上でのセルフマネージメントについて探求
し（3），また，痴呆高齢者が地域で生活する上での援助方法についても発表した（4）．
　さらに文化的少数派を対象とした研究については，パキスタンでの看護教育プロジェクトの実践を報告
し（6），異文化で看護する意味について考察した（7）．
　一方，看護者を対象とした研究では，精神科看護者と病棟文化（8），CNS活動（10）について発表し
た．
　精神的諸問題を抱える対象者の理解とその援助方法について探求する一方，事例研究や精神障害につい
てのテキストも執筆している（11）（コ2）（ユ3）．
　今年度は，平成15年度科学研究費補助金（基盤研究（cX2）研究代表者荻野）をうけ，精神科看護におけ
る看護倫理教育プログラムの開発に関する研究に着手している．
地域看護学教育研究分野
〔学会発表抄録〕
1．武藤紀子，石川麻衣，牛尾裕子，宮崎美砂子：地域看護実習における到達目標を用いた教育・学習方
　法の検討．第6回日本地域看護i学会講演集，99，2003．
2．牛尾裕子，春山早苗，石川麻衣，錦織正子，松永敏子，武藤紀子，宮崎美砂子：地域の健康危機事例
　　に基づく保健所保健師の機能・役割（11報）一自然災害一．第62回日公衛会抄録集，50㈹特，407，
　　2003．
3．武藤紀子，宮崎美砂子，牛尾裕子，春山早苗，錦織正子，石川麻衣，松永敏子：地域の健康危機事例
　　に基づく保健所保健師の機能・役割（2報）一感染症一．第62回日公衛会抄録集，50鋤特，408，2003．
4．錦織正子，春山早苗，牛尾裕子，松永敏子，武藤紀子，石川麻衣，宮崎美砂子：地域の健康危機事例
　　に基づく保健所保健師の機能・役割（3報）一汚染事故一．第62回日公衛会抄録集，50㈹特，408，
　2003．
5．宮賠美砂子，春山早苗，錦織正子，松永敏子，武藤紀子，石川麻衣，牛尾裕子：地域の健康危機事例
　　に基づく保健所保健師の機能・役割（4報）一事例の比較検討一．第62回日公衛会抄録集，50㈹特，
　406，　2003．
6．山田洋子：地域づくりに向けて保健師が判断する住民のもつ力の特徴．第62回日公衛会抄録集，50㈹
　特，　457，　2003．
7．Yuko　Ushio，　Sanae　Haruyama　Mai　Ishikawa　Masako　Nishigori，　Toshiko　Matsunaga，　Misako　Mi－
　yazaki．　Norike　Muto：Roles　of　Prefectural　Public　Health　Nurses　in　Natural　Disaster．工NTERNA－
　　丁工ONAL　CONFERENCES　］N　COMMU］）QTY　HEALTH　CARE　NURS工NG　RESEARCH，22，2003．
〔報告書〕
8．宮崎美砂子，牛尾裕子，春山早苗，錦織正子，松永敏子，藤本眞一，武藤紀子，石川麻衣，関龍太郎，
　藤谷明子：地域の健康危機管理における保健所保健師の機能・役割に関する実証的研究．平成14年度
　厚生労働科学研究費補助金（健康科学総合研究事業）総括・分担研究…報告書，1－114，2003．
9．宮崎美砂子，牛尾裕子：訪問事業を効果的に推進するために．国民健康保険中央会，1－66，2003．
〔研究状況〕
当研究分野は地域看護学の教育方法に関する研究を継続しており，本年は地域看護実習における到達目
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標を用いた教育・学習方法の検討を行った（1）．
　本年は，厚生労働科学研究費補助金（健康科学総合研究事業）にて，宮崎が主任研究者として行った「地
域の健康危機管理における保健所保健師の機能・役割に関する実証的研究」の平成14年度総括・分担報告
書をまとめた（8）．本研究は今年度も継続して実施している，研究成果の一部として，牛尾は，自然災
害における保健所保健師の機能・役割について（2，7），武藤は，感染症における保健所保健師の機能・
役割について（3），宮崎は，自然災害，感染症，汚染事故，各事例における保健所保健師の機能・役割
を比較検討した結果（5）を，それぞれ発表した．
　宮崎と牛尾は，国民健康保険申央会が都道府県国民健康保険団体連合会に委託して実施されている訪問
事業について，現状を調査し訪問事業を効果的に推進するために重要となる点をまとめ報告した（9）．
山田は，修士論文の一部である地域づくりに向けて保健師が判断する住民の持つ力の特徴について発表し
た（6）．
　その他，宮暗を研究代表者とし，「地域ケアサービスの質的評価に関する応用的研究」について，文部
科学省科学研究費補助金（基盤研究C）を受け，平成14年度から今年度まで研究を継続している．また，
牛尾は，「実践の場における研究の取り組みによる保健師の実践能力開発の方法」について，武藤は，「住
民参加による保健計画策定プロセスと成果の関連」について，石川は，「保育所に所属する看護職の機能・
役割に関する実証的研究」について，それぞれ今年度より文部科学省科学研究費補助金（若手研究B）を
受け，調査研究を進めている．さらに本年より，21世紀COEプログラム「日本文化型看護学の創出・国
際発信拠点」において，当研究分野では，「日本型地域健康支援」サブプロジェクトの研究メンバーとし
て，地域健康支援にかかわる看護実践知の体系化に向け，調査研究に着手している．
訪問看護学教育研究分野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
〔原　著〕
1．Suzuki　T，　lshigaki　K．　and　Xiuying　H．：The　community　based　prevention　trial　of　falls　among　o正d　peo－
　ple　with　comparison　of　the　role　and　the　duties　of　a　public　health　nurse　in　Japan　and　China．　Interna－
　tional　collaboration　on　the　heaIth　promotion　of　the　elderly　in　Asia．15－20，　2003．
2．鈴木隆雄，石垣和子，李継平，成翼娼：高齢者における転倒予防を目的としたヘルス・プロモーショ
　　ン活動に果たす保健婦（看護婦）の役割についての日中比較研究．International　conaboration　on　the
　health　promotion　of　the　elderly　in　Asia．3－－5，2003．
〔学会発表抄録〕
3．田中芳和，石垣和子1都市近郊部における近隣潤係の実態と保健師活動への活用について．日本地域
　　看護学会第6回学術集会誠i演集，107，2003．
4．工藤智恵子，相原鶴代，石橋みゆき，片倉直子，石垣和子：在宅移行期の患者・家族の不安を軽減す
　　る看護i師の役割．日本地域看謹学会第6回学術集会講演集，ユ16，2003．
5．式守晴子，石垣和子：噴火により広域・長期的に避難した乳幼児とその家族の健康と子育ての状況に
　　閲する調査．日本地域看』護学会第6回学術集会講演集，157，2003．
6．胡秀英，兼子いつみ，石垣和子，上野まり，片倉直子，篠崎友子，金憲経，鈴木隆雄：地域高齢者の
　　転倒予防を目指す保健師の個別介入効果．目公衛会抄録集，50（le）q’＃，483，2003．
7．新井香奈子，伊藤隆子，上野まり，石垣和子：在宅介護支援センターの構造上の課題一平成14年8月
　　の調査から一．日公衛会抄録集，50（1d特，701，2003．
8．辻村真由子，石垣和子，平口志津子：痴呆高齢者を介護する妻介謹者が求めるインフt一マルサポー
　　トへの期待と家族内理解者の気持ちに閥する研究．日本家族看護学会第10回学術集会抄録集，68，
　　2003．
9．伊藤隆子，新井香奈子，上野まり，石垣和子：介護保険施行後の在宅介護支援センターにおける活動
　　状況に関する研究一平成14年8月の調査から一．日本老年看護学会第8回学術集会抄録集，93，2003，
10．1（azuko　Ishigaki：The　Center　for　the　Creation　and　Dissemination　of　a　New　Japanese　Nursing　Sci一
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　　ence　lncorporating　Culturally　Appropriate　Care．国際寄生虫学会抄録集，2003．
11．上野まり：在宅療養児への訪問看謹活動の特徴と課題．日本地域看護学会第6回学術集会講演集，
　　170．　2003．
12．上野まり，鈴木育子，本田彰子，牛尾裕子，石垣和子：介護保険制度発足が在宅療養者の生活に与え
　　た影響（その3）一在宅療養者の生活の変化と制度への思いから見た看護職の課題一．日本在宅ケア
　　学会誌　第7回日本在宅ケア学会報告要旨集，6（2），92－93，2003．
13．鈴木育子，上野まり，本田彰子：介護保険制度発足が在宅療養者の生活に与えた影響（その2）一在
　　宅ケアサービス利用の変化の実態一．日本在宅ケア学会誌　第7回日本在宅ケア学会報告要旨集，6
　　（2），　9（h91，　2003．
14．鈴木育子，石垣和子，篠崎友子：訪問看護業務の実態調査．日公衛会抄録集，50㈹特，466，2003．
〔報告書〕
15．石垣和子：平成14年度厚生労働省老人保健健康増進等事業「訪問看護事業所におけるサービス提供の
　　あり方に関する調査研究事業報告書」．社団法人全国訪問看護事業協会．2003．
16．石垣和子1フットケアの在り方に関する研究報告書．地域保健研究会．2003．
17．石垣和子：アジア大洋州地域における高齢者のヘルスプロモーションに関する国際共同研究Interna－
　　tional　collaboration　on　the　heaith　promotion　of　the　elderly　in　Asia平成14年度総括報告書．2003．
18．石垣和子：静脈注射の実施に閲する指針．日本看護協会．2003．
ユ9．本田彰子，正野逸子，牛久保美津子，近藤仁美，栗本一美，上野まり，鈴木育子，赤沼智子1平成
　　13・14年度　看護実践研究指導センタープロジェクト研究報告書「訪問看護師の専門的教育に関する
　　研究」．2003．
〔その他〕
20・石垣和子：地域における看護の連携・継続’システム化について　介護予防を中心にして．Quality
　　Nursing，　9（6），　480－487，　2003．
2L石垣和子：地域リハビリテーションにおける看護職の立場・役割．　Quality　Nursing，9（4），285－291，
　　2003．
22・石垣和子：地域リハビリテーションと看護．Quality　Nursing，9（4｝，284，2003．
23．石垣和子；21世紀COEプログラムに応募して、地域保健，11，72－73，2003．
24．野本百合子，上野まり：コツを押さえて自由自在に関連図を書く　患者の家族も含めて考えるコツ．
　　ナーシングカレッジ，7　（13），98－99，2003．
25・上野まり：地域リハビリテーションにおけるケアマネジャーの役割．Quality　Nursing，9（4），304－
　　307，　2003．
〔研究状況〕
　平成15年は，前年に続いて石垣を主任研究員とする「訪問看護事業におけるサービス提供実態に関する
調査研究（全国訪問看護事業協会からの委託）」を行っており，この調査研究には上野，鈴木が加わって
いる．前年度分の同調査研究については…報告書（15）作成及び学会発表（14）を行った．また平成14年度
に行った石垣，上野を申心とした全国規模での在宅介護支援センター状況調査について，学会発表（7）
（9）を行った．中国四川大学との2年間の国際共同研究の最終年度として，「高齢者のヘルスプロモー
ションにおける看護の役割」を継続している．これに関連して上野（3月），石垣（12月）が中国へ出向
き，また，4月には中国から成教授が来日して交流した．この研究に関する報告書（17）をまとめ，学会
発表（6）を行った．他に平成13，14年度に引き続いた高齢者の皮膚ケア方法開発研究（科研費）につい
て分野をあげて行い，報告書作成を行っている．
　今年は介護予防推進に関する依頼を2件引き受けた．一つは介護予防アドバイサー向けのテキスト作成
であり，もう一つは優良介護予防事業実践事例集（市町村）のための現地調査である．介護予防は看護に
とっても日本の今後の重要テーマとなることが考えられ，当分野だけでなく地域看護学講座として継続し
て取り組めるよう講座内で協力して作業を行っているt
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　昨年に続き，多くの質的研究結果からメタ分析によって新たな所見を得るメタ研究方法を獲得するため
の抄読会を行った．分野独自には各国の訪問看護状況を知るための英文単行本を抄読した．
保健学教育研究分野
〔原　著］
1）宮崎有紀子，佐藤久美子，大野絢子，金泉志保美，佐光恵子，中下富子，中澤次夫：群馬県内に居住
　する家事担当者のアレルギー有症状況及び室内居住環境整備に関する研究．日本職業・環境アレル
　ギー学会雑誌，10（2）：15－26，2003．
2）宮崎有紀子，佐藤久美子，星野泰栄，大野絢子：群馬県内一地区における地域住民のペット飼育の実
　態とアレルギー症状との関連．上武大学看護学研究所紀要，221－227，2003．
3）鈴木桂子，北池正，宮崎有紀子，野尻雅美：海外派遣労働者の精神健康度に関連する要因についての
　検討．産業衛生学雑誌，45：105－113，2003．
〔学会発表抄録〕
4）Ogata　Y．，　Kobayashi　Y．，　Fukuda　T．，　Mori　K．　Hashimoto　M．　Otosaka　K：A　Study　on　Resource－Based
　Relative　Values　for　Home　Care　Nursing　Services　in　Japan．4th　International　Health　Economics　As－
　sociation（iHEA）World　Congress，32－33，2003．
5）Ogata　Y．　Kobayashi　Y．　Fukuda　T．p　Mori　K．，　Hashimoto　M．，　Otosaka　K．：Relative　Work　Values　for
　Home　Care　Nursing　Services　and　Home　Care　Client　Characteristics．7th　Asia／Oceania　Regional
　Congress　of　Gerontology，　S164，2003，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
6）増本晶，北池正，野尻雅美：交代制勤務者の自覚的疲労感とライフスタイルに関する研究．日看研誌，
　26（3）：115，　2003．
7）高谷真由美，北池正，野尻雅美：自主的に運動を継続している中高年の運動習慣と継続要因．日看研
　誌，　26（3｝：116，　2003．
8）金子恵子，水嶋春朔，北池正：千葉県寝たきり予防実態調査結果から一要介護者と元気高齢者の50歳
　　時の生活習慣の比較．日本公衛誌，50⑩（特），713，2003．
9）南雲孝代，鈴木公典，原田絹子，高谷真由美，増本晶，鈴木桂子，宮崎有紀子，北池正，野尻雅美：
　　保健所保健師の結核療養生活支i援に関する研究．日本公衛：誌，50⑩（特），853，2003．
10）野尻雅美，島田陽子，中野正孝，島正之，宮崎有紀子：静岡県N町K村における昭和60年健診コホー一
　　ト10年の生命・生活予後（6）　元気な生活と心電図所見との関連．日本健康医学会雑誌，12（2）：40－
　　41，　2003．
〔その他〕
11）Nitta　A．，＆Ogata　Y．：工mproveエnent　of　Self－esteem　for　the　elderly　with　disabilities　in　Nursing
　　Hornes：Long－term　Trial　of　lntergenerational　Programs　in　Japan－L．　lntercom，10（5），14－16，2003．
〔単行書〕
12）北池正，野尻雅美1健康管理と方法．野尻雅美（編），最新保健学一疫学・保健統計一真興交易医
　　書出1｛反音8，　107一ユ20，　2003．
13）北池正，野尻雅美：成人の健康管理．野尻雅美（編），最新保健学一疫学・保健統計一．真興交易医
　　書出1｛反音tl，　137－149，　2003．
14）宮崎有紀子：小児の保健，小児保健の現状と対策．野尻雅美（編），最新保健学一疫学・保健統計一．
　　真興交易医書出版部，130－136，2003．
15）宮崎有紀子，中野正孝：保健統計．野尻雅美（編），最新保健学一疫学・保健統計一一一．真興交易医書
　　出）｛反音1～，　234－242，　2003．
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〔研究状況〕
　保健学教育研究分野は，地域や職域の集団を対象として，健康問題を生活環境との関連で解明すること
を目的に研究に取り組んでいる．
　北池は，職域において海外派遺労働者の精神健康度と生活環境との関連を検討し，対人関係の重要性を
示した（3）．また，自覚的疲労感とライフスタイルとの関係を明らかにした（6）．地域においては寝た
きり予防の観点から50歳時のライフスタイルと要介護状態との関連を調査した（8）．健康づくりのため
の運動は，その継続が重要であることから継続要因について検討を行った（7）．
　緒方は，実際に提供された訪問看護サービスを対象に訪問看護サービスの相対的価値付けに関する調査
を行い，仮想の状況設定の場合と同様の結果が得られることを検証した（4，5）．また，高齢者と子供
の継続的世代間交流の活動事例から両者に及ぼされる影響を明らかにした（11）．
　宮崎は，地域住民の室内居住環境整備状況およびペット飼育の実態を明らかにし，アレルギー症状との
関連を検討した（1，2）．またN町K村における昭和60年健診コホートより，心電図所見と10年後の元
気な生活との関連を明らかにした（10）．
継続看護研究部
〔学会発表〕
1．浜田幸子，宮嶋由美子，山本京子，吉田あや子，本田彰子：血液透析患者の透析受容に関する看護師
　　の捉え方．第21回千葉県看護研究学会集録，50－52，2003．
2．岡本真弓，本田彰子：看護学生に対する看護師の関心と臨地実習での関わり．日本看護学教育学会第
　　13回学術集会講演集，93，2003．
3．八重樫妹子，本田彰子：臨床指導者が指導上重要と考えていることと，実際の状況．日本看護学教育
　学会第13回学術集会講演集，95，2003．
4．松井裕子，赤沼智子：臨地実習指導における，看護師が困ること・負担になることと，その支援．日
　　本看護学教育学会第13回学術集会講演集，97，2003．
5．本田彰子，牛久保美津子，内堀真弓：新卒1年目の臨床現場での体験．日本看護学教育学会第13回学
　術集会講演集，200，2003．
6．峯島由美子，本田彰子1根治の希望を持つ末期患者の家族の看取りの体制作り．第27回日本死の臨床
　研究会，死の臨床，26（2｝，185，2003．
〔報告書〕
7．本田彰子，赤沼智子他：3．豊かな長寿社会の実現　高齢在宅療養者支援スタッフの実践教育方法の
　開発に関する研究，調査研究報告書（CD－－ROM）「豊かな高齢社会の探求」，　Vol．　11，財団法人ユニ
　ベール財団，2003．
8．本田彰子，正野逸子，牛久保美津子，近藤仁美，栗本一美，上野まり，鈴木育子，赤沼智子：訪問看
　護師の専門的教育に関する研究　平成13・14年度看護実践研究指導センタープロジェクト研究報告書，
　2003．
〔その他〕
9．本田彰子：在宅ケアの継続・再開をめぐる家族の意思決定一療養者と家族の意思決定を取り巻く課題一．
　家族看護，　1｛1），　55－61，　2003．
〔単行書〕
10．本田彰子：唖医療依存度の高い入のQOLを支える技術．川村佐和子監修　実践看護技術学習支援テ
　　キスト　在宅看護論，129－148，日本看護協会出版会，2003．
11．宮下智，赤沼智子：一自立につながる介護と福祉用具利用のために一わかる，使える　やさしい介護
　　と福祉用具，厚有出版，2eo3．
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〔研究状況〕
　本研究部では，継続看護教育に関する教育および研究に取り組んでいる．本年度は，看護師の継続教育
を成人教育，成人学習理論，キャリア開発，人材育成という視点で捉え，その研究に取り組むテーマ別研
究研修「看護職者の職場内での学習支援」を企画し，現在臨床の中堅看護師を対象に研修を進めている．
また，看護教育指導者研修の課題研究での指導や総合病院及び専門病院等医療施設の研究指導に関わり，
看護師の基礎教育での臨地実習指導等の役割やかかわり方，また，医療施設内での看護師の人材育成，継
続教育等に関するテーマを中心に，臨床看謹師を取り巻く教育学習に関して実践レベルでの研究指導に取
り組んでいる（1－4）．
　また，継続教育の研究としては，教官の専門領域が在宅看護の実践であることから，特に訪問看護師の
現任教育に関する研究を行い，平成13年度からのプロジェクト研究「訪問看護師の専門的教育に関する研
究」として他大学の在宅看護，訪問看護の教育研究に携わる人々と共同して取り組み，2年間の研究を報
告書（7，8）としてまとめ，次の実用段階へと研究を進めている．また，訪間看護師養成講習会や千葉
市近隣の訪問看護師による事例検討会等，訪問看護師の実践能力向上の学習機会に積極的に協力し，また，
在宅療養支援に関する具体的看護実践の研究（9，10，11）にも取り組んでいる．
　まだその緒に就いたばかりで研究実績はないが，環境健康科学都市園芸フィールド科学センターの兼務
教員として，環境健康総合科学部門における実践活動の準備（診療棟ケア施設設立準備）に加わり，ケア
施設職員育成に関する検討を行いつつ，実践部活動に園芸療法を組み入れるというユニークな発想のもと，
園芸療法研究会での活動を進めている．
老人看護研究部
〔学会発表抄録〕
1）太田節子：老人性痴呆患者の援助の教育に関する文献検討．日本看護学教育学会誌，205，2003．
2）太田節子：高齢者のセルフケアを促す看護援助に関する研究一過去5年間の文献分析から一．日本老
　　年看護学会第8回学術集会抄録集，64，2003．
3）太田節子，佐藤禮子：高齢大腿骨頚部骨折患者への看護に関する文献検討一過去5年間一．第23回日
　　本看護科学学会学術集会，528，2003．
4）根本敬子，湯浅美千代，酒井郁子1文献からみた高齢者の葵痛ケアに関する課題第23回日看科学会
　　学術集会講演集，536，2003．
5）根本敬子，湯浅美千代，酒井郁子，佐瀬真粧美，島田広美，福山由美子，波江綾子，丸山優：文献か
　　らみた痴呆性老人のリスクマネジメントの課題．日本老年看護学会第8回学術集会抄録集，90，2003．
6）根本敬子，酒井郁子，野口美和子，湯浅美千代，天津栄子，佐藤弘美，大塚真理子，青木由美恵，坂
　　田直美，小野幸子，島田広美，吉田千文，佐瀬真粧美：介護保健施設におけるリスクマネジメントの
　　実施内容一自由記載の分析から一．第38回日本老年医学会関東甲信越地方会，13，2003．
7）酒井郁子，野口美和子，湯浅美千代，根本敬子，天津栄子，佐藤弘美，大塚真理子，青木由美恵，坂
　　田直美，小野幸子，島田広美，吉田千文，佐瀬真粧美：介護保健施設のケア方針別に見た痴呆症のあ
　　る入所者の事故発生状況．第38回日本老年医学会関東甲信越地方会，12，2003．
8）酒井郁子，湯浅美千代，天津栄子，佐藤弘美，大塚真理子，青木由美恵，坂田直美，小野幸子，根本
　　敬子，島田広美，吉田千文，佐瀬真粧美，野口美和子：介護保健施設の種類別にみた痴呆症を有する
　　入所者の事故発生状況とリスクマネジメントの実態．日本老年看護学会第8回学術集会抄録集，46，
　　2003．
9）湯浅美千代，野ロ美和子，酒井郁子，根本敬子，天津栄子，佐藤弘美，大塚真理子，青木由美恵，島
　　田広美，坂田直美，小野幸子，吉田千文，佐瀬真粧美：介護保健施設における痴呆症をもつ入所者の
　　事故予防策の実施状況．日本老年看護学会第8回学術集会抄録集，47，2003．
10）湯浅美千代，野口美和子，酒井郁子，根本敬子，天津栄子，佐藤弘美，大塚真理子，青木由美恵島
　　田広美，坂田直美，小野幸子，吉田千文，佐瀬真粧美1痴呆症を有する介護保険施設入所者を対象と
　　したリスクマネジメント上の困難．千葉看会第9回学術集会，18，2003．
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〔その他〕
11）根本敬子：看護管理に活かす看護理論のエッセンス2，ヘンダーソン　最高級のサービスを提供する
　　看護．看護管理，13（8｝，653－657，2003．
〔研究状況〕
　本研究部は，「高齢患者の日常生活行動におけるセルフケア能力の維持・向上を図る看護援助」を研究
課題としている．今年度は，先ず「老人施設における高齢者の日常生活機能を高める専門的看護援助方法
の開発に関する研究一介護老人福祉施設，介護老人保健施設，介護療養型医療施設，特定施設入所者生活
介護一」のテーマで，千葉県内の施設，事業所を対象として調査を実施して，看護援助と介護援助の実情
を明確化したいと考える．
　また，教育研究として，看護i系大学卒業後，医療機関に就職している看護職者の継続教育方法開発に関
する研究を重視しており，文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））による「看護系大学卒業後1
年間の新人看護職者の看護実践能力を育成する教育システムの開発」（研究代表者大室律子）の共同研究
者として調査研究に加わっている．
　太田は，高齢患者のセルフケア，高齢大腿骨頚部骨折患者に関する援助課題を明確にするため，日本に
おける過去5年間の文献を分析した（1，2）．更に，老人性痴呆患者の援助の教育に関する文献検討を
行なって，日本における老人性痴呆患者への看護援助の教育の実情と系統的継続的教育の必要性を明らか
にした（3）．
　根本は，文部科学省科学研究費補助金（一般研究B（1））による「介護保健施設における痴呆症をも
つ入所者に閏するリスクマネジメントの導入と理論化」（研究代表者野口美和子）の研究分担者として，
その成果を報告した（5～10）．また，厚生労働省平成15年度老人保健事業推進費等補助金による「利用
者中心の継続的痴呆ケアの実践研究」の下部研究「医療依存度の高い痴呆性高齢者のケアのあり方に関す
る研究』の委員を委嘱され，調査研究を行なった．さらに，高齢者の痙痛ケアに関する研究を推進するた
めに，文献検討（4）を行なった．
看護管理研究部
〔原　著〕
1．久保武士，重光忠彦，陳央仁，高橋真理，大室律子，安積瑞博1助産師が正常分娩を取り扱うことを
　前提とした施設における産科医師の必要数について．Health　Sciences，　19（3），221－226，2003．
〔学会発表抄録〕
2．西山智春，大室律子，鈴木良子，合田典子，細越幸子：看護学生の看護師養成校受験に関する調査．
　第29回日看研誌，418，2003．
3．大室律子，濱野孝子：看護系大学卒業後の助産師学校入学者から見た助産学教育の課題．日本母性衛
　生学会第44回学術集会抄録集，252，2003．
4．西山智春，大室律子，鈴木良子，合田典子，細越幸子：看護学生の高等学校教育における進路決定に
　　関する要因．第23回日看科会誌，554，2003．
5．鈴木良子，大室律子，西山智春，合田典子，細越幸子：高等学校における看護及び福祉に関する教育
　　の実態一資格取得を目的としない専門教育の視点から一．第23回日看科会誌，555，2003．
〔その他〕
6．大室律子：看護系大学の今日までの歩み一大学化を促進した経緯を中心に一．看護i管理，13（7），512－
　514，　2003．
7．酒井郁子，湯浅美千代，佐藤まゆみ，大室律子，佐藤禮子：看護系大卒者の特徴と育成・活用に関す
　　る看護師長の認識．看護管理，13（7），517－522，2003．
8．湯浅美千代，酒井郁子，佐藤まゆみ，大室律子，佐藤禮子：看護師長が期待する役割と育成・活用に
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　　関して取り組みたいこと．看護管理，13（7），523－527，2003．
9．佐藤まゆみ，酒井郁子，佐藤禮子，湯浅美千代，大室律子：看護系大学を卒業した看護職者の活用・
　　育成に関する看護部長の意識．看護管理，ユ3（7），528－532，2003．
10．合田典子，大室律子，細越幸子，西山智春，鈴木良子1教育における規制緩和一看護教育の立場から一．
　　岡山大学医学部保健学科紀要，14（1），95－101，2003．
11．大室律子：大学急増の今こそ考える編入学のメリット，デメリット（インタビュー〕．ナーシングカ
　　レッジ，9，49－50，52，2003．
〔研究状況〕
　本研究部では，看護サービスと患者満足の観点から，看護職者の人材開発と看護政策に関する研究を広
範囲に行っている．本年度は平成13年度学長裁量経費を基に「看護系大学の今日までの歩み」（6），「看
護系大学の特徴と育成・活用に関する看護師長の認識」（7），「看護師長が期待するが役割と育成・活用
に関して取り組みたいこと」（8），「看護系大学を卒業した看護職者の活用・育成に関する看護部長の意
識」（9）を報告した．
　また，看護政策的な観点から平成14年度から継続して行った研究教員との共同研究「看護教育制度の変
遷と教育環境に関する研究」を通して「看護学生の高等学校教育における進路決定に関する要因」（2，
4），「高等学校における看護及び福祉に関する教育の実態」（5）を発表した．
　一方，周産期診療のマンパワー不足の観点から，「助産師が正常分娩を取り扱うことを前提とした施設
における産科医師の必要数」について報告した（1）．また，看護系大学卒業後の助産師学校入学者から
見た助産学教育の課題についても発表した（3）．
病院看護システム管理学
〔学会発表抄録〕
1．根本康子，手島恵：臨床実習の事故防止に対する臨床の指導体制と今後の課題一臨床指導者と受け持
　　ち看護師の事故防止に対する認識と関わりの相違一．日看研誌，416，26（3｝，2003．
2．永野みどり，徳永恵子，塚田邦夫，杉原健一：ストーマ周囲皮膚から症状がはじまった天萢瘡により
　　難渋したストーマケア．日WOCN会誌，7（1），29，2003．
3．Sakurai　C．，　Sato　R，　Masujima　M．：Decision　making　related　to　home　care　for　terminal　cancer　pa－
　tients　and　family　members　in　Japan．　Japanese　Society　of　Cancer　Nursing　First　International　Con－
　ference，121，2003．
〔その他〕
4．手島恵：看護実践と倫理．看護展望，28（1｝，17－21，2003．
5．手島恵：倫理的課題と対処へのアドバイス．ナーシング・トゥデイ，18（7），30－31，2003．
6．永野みどり，徳永恵子1皮膚の基礎知識，ナース専科，5，34－37，2003．
7．永野みどり，徳永恵子：創傷治癒のメカニズム．ナース専科，7，38－41，2003．
8．永野みどり，徳永恵子，吉永圭吾，塚田邦夫，杉原健一：ストーマ周囲皮膚障害に対するハイドロコ
　　ロイドドレッシングの使用経験．消化器外科ナーシング，8（8），105－108，2003．
9．永野みどり：褥瘡対策体制における予防的なケア．治療，85（10），112－116，2003．
〔単行書〕
10．永野みどり，徳永恵子：褥瘡ケアQ1評価（深さ）・Q4予防（体位）・Q10ケアと治療（脊損患者）・
　　Q11ケアと治療（基礎疾患）．エキスパートナー一ス2003・6臨時増刊号保存版もっと知りたい臨床の
　　疑問Q＆A，照林社，48－49・52－53・62－63・64－65，2003．
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〔研究状況〕
　本領域では，今年度から始まったプロジェクト研究課題〔褥瘡対策体制における多職種協働システムに
関する研究一特定機能病院での実態と課題一〕と文部科学省より研究補助金を受けている研究課題〔褥瘡
対策体制における病院での多職種の機能を生かす医療サービスの提供システムの検討（課題番号
15592224）〕の一環として，他大学附属病院WOC看護師らなどの研究協力者とともに実態調査の調査用紙
の検討と作成，特定機能病院を対象にした調査の実施を行なった．調査結果を分析し，本年度分の調査結
果のまとめと今後大規模調査および訪問調査に向けて調査方法の検討を進めている．
　手島は，臨床実習の事故防止にかかわる課題について明らかにし（1），病院における看護師の人材活
用（採用・育成・活用）などの動向について千葉大学公開講座で公表した．
　永野は，研究代表者を勤める文部科学省研究費補助課題〔褥瘡対策体制における病院での多職種の機能
を生かす医療サービスの提供システムの検討（課題番号15592224）〕の研究を推進する他に，ストーマケ
アや褥瘡ケアの実際と褥瘡対策体制についてまとめ（2，6，7，8，9，10），一部を千葉大学公開講
座で報告した．千葉看護学会などで，「多職種協働」のシンポジウムや分科会の企画調整を担当し，研究
のネットワークを広げた．
　櫻井は，昨年度の看護実践研究センター事業プロジェクト研究課題である〔特定機能病院における患者
の意思決定支援に関する実態調査〕に引き続き取り組み，日本国内で発表された意思決定に関連した文献
のレビューを他大学の教員である研究協力者らとともに進めている．
地域高齢者看護システム管理学
〔原　著〕
1．吉本照子，酒井郁子，矢野恵子，後藤幸子，杉田由加里：看護用具・用品の開発の実態と健康生活支
　援の観点からみた課題一文献調査（1995－1999）から一．千大看紀要，25，27－35，2003．
〔学会発表抄録〕
2．杉田由加里，酒井郁子，吉本照子，矢野恵子，後藤幸子：看護用具・用品の導入と開発に関する取り
　　組みの実態．第23回日：看科会学術集会講演集，353，2003．
3．吉本照子，酒井郁子，杉田由加里，矢野恵子，後藤幸子：看護職者が開発した看護用具・用品の特徴．
　　第23回日看科会学術集会講演集，360，2003．
4．矢野恵子，後藤幸子，吉本照子，酒井郁子，杉田由加里：看謹職者が今後開発したい看護用具・用品
　　の実態．第23回日看科会学術集会講演集，351，2003．
5．根本敬子，湯浅美千代，酒井郁子：文献から見た高齢者の痩痛ケァに関する課題，第23回日看科会学
　　術集会講演集，536，2003．
6．酒井郁子，吉本照子，杉田由加里，黒田久美子，松元恵津子：高齢者における術後せん妄の早期発見
　　および予防のためのアセスメント支援ツールの適用．第34回日看会抄録集（老年看護），107，2003．
7．T．　Yoshimoto，　K．　Namikawa，　H．　Yanagisawa，　Y．　Abe：Structure　of　motivation　for　living　in　the　el－
　　derly　users　of　meal　delivery　service　living　at　home．Geriatrics＆Gerontology　International，3，　supp．
　　1，S175，2003．
8．吉本照子，波川京子，柳澤尚代，阿部芳江：住民が参画する配食サービスからみた地域の問題解決力
　　向上の要因と調査研究者の役割．日公衛会誌，50靱特，682，2003．
9．波川京子，吉本照子，柳澤尚代，阿部芳江，前川厚子：O町における公・民協働の高齢者生活支援と
　　活用実態．目本地域看護i学会第6回学術集会講演集，55，2003．
ユ0．榔澤尚代，吉本照子，前川厚子，阿部芳江，波川京子1文献調査にもとつく介護予防の実態と課題の
　　把握．日本地域看護学会第6回学術集会講演集，57，2003．
11．酒井郁子：会長講演　生活の再構築を目指したリハビリテーション看護と多職種連携、千葉看会第9
　　回学術集会集録，42－－43，2003．
12．今野真由美，酒井郁子，吉本照子：リハビリテーション施設における中堅看護職者の学習ニーズから
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　　みた現任教育の検討．千葉看会第9回学術集会集録，42－43，2003．
エ3．入島妙子，茂野香おる，齋藤美紀子，酒井郁子，吉本照子：介護老人保健施設から自宅への退所にお
　　ける看護活動一退所における看護師の判断一．日本老年看護学会第8回学術集会抄録集，ユ34，2003．
14．酒井郁子，湯浅美千代，天津栄子，佐藤弘美，大塚眞理子，青木由美恵，坂田直美，小野幸子，根本
　　敬子，島田広美，吉田千文，佐瀬真粧美，野口美和子：介護保険施設の種類別に見た痴采症を持つ入
　　所者の事故発生状況とリスクマネジメントの実態，日本老年看護学会第8回学術集会抄録集，46，
　　2003．
15．湯浅美千代，野口美和子，酒井郁子，根本敬子，天津栄子，佐藤弘美，大：塚眞理子，青木由美恵．島
　　田広美，坂田直美，小野幸子，吉田千文，佐瀬真粧美1介護保険施設における痴呆症を持つ入所者の
　　事故予防対策の実施状況，日本老年看護学会第8回学術集会抄録集，47，2003．
16．酒井郁子，野口美和子，湯浅美千代，根本敬子，天津栄子，佐藤弘美，大塚眞理子，青木由美恵，坂
　　田直美，小野幸子，島田広美，吉田千文，佐瀬真粧美：海保保健施設のケア方針別に見た痴呆症のあ
　　る入所者の事故発生状況，第38回日本老年医学会関東甲信越地方会抄録，10，2003．
17．根本敬子，酒井郁子，野ロ美和子，湯浅美千代，天津栄子，佐藤弘美，大塚眞理子，青木由美恵，坂
　　田直美，小野幸子，島田広美，吉田千文，佐瀬真粧美：介護保険施設におけるリスクマネジメントの
　　実施内容一自由記述からの分析，第38回日本老年医学会関東甲信越地方会抄録，11，2003．
〔報告書〕
18．吉本照子，酒井郁子，杉田由加里，松本美幸，加納史朗：高齢者看護における体動測定装置】リスト
　　ケヂの適用に関する研究．千葉大学共同研究推進センター共同研究成：果報告書，4，61－62，2003．
ユ9．HelH　Kitinoja，　Merja　Finne，　Shigeru　Komori，　Jaakko　Kontturi，　Eij　a　Paavilainen，　Kari　Rajala，　Setsu
　　Shimanouchi，　Teruke　Yoshimoto：Supporting　the　active　and　independent　ageing　by　using　informa－　－
　　tion　arld　communication　technology（ICT）．SoTeTiTe　2003　Sosiaali－’j　a　terveydenhuolon　tietoteknli－
　　kan　ja　tiedonhallinnan　tutkimuspaiv5t　Tutkimuspaperit，　Kaij　a　Saranto，　Kristiina　Htiyrinen（eds），
　　Suomen　Kuntaliitto　Finalands　Kemmunf6rbund，55－59，2003．
20．諏訪さゆり，小泉美佐子，伊藤まゆみ，湯浅美千代，藤野かず子，木下明美，菅原恵美子，石束嘉和，
　　西山文子，時村文秋，佐藤早苗，串間優子，藤澤光代，師岡昌美，水野陽子，酒井郁子，渡邊祐紀1
　　医療依存度の高い痴呆性高齢者のケアのあり方に関する研究報告書．高齢者痴呆介護研究．研修東京
　　センター，2003．
〔その他〕
21．酒井郁子，吉本照子，杉田由加里，山下朱実，平井愛山：高齢者の睡眠障害の観察支援にむけた体動
　　測定方法の適用と効果．千大看紀要，25，53－59，2003．
22．松崎美智子，藤田緑，滝童内浩子，末永由理，島田広美，酒井郁子：脳血管障害患者の学習の必要性
　　に関する看護師の意識，日本看護学会論文集33回看護管理　275・－277，2003．
23．酒井郁子：看護の連携・継続の現状と課題．Quality　Nursing，9（6），4－10，2003・
24、吉本照子：看謹のシステム化を推進するための教育支援．Quality　Nursing，9（6），24－29，2003・
25．吉本照子；高齢者の自立支援のためのテクノロrジー活用と看護職者の役割・Quality　Nursing・9（9），
　　4－9，　2003．
26．綿貫成明，杉田由加里，酒井郁子：米国における高齢障害者の自立を支援するテクノロジー開発と活
　　用．Quality　Nursing，9（9），16－25，2003・
27．内田明子，永井真理子，磯貝仁江，吉本照子，酒井郁子，杉田由加里：老人保健施設に新しい活動性
　　評価方法を導入した効果一リストケアのアクティビティカーブによる検討一．第7回高齢者介護・看
　　護・医療フオーラムプログラム・抄録，15，2003・
28．Ikuko　Sakai：Stroke　Rellabilitation　Programs　in　the　Midwest．　MN－ARN　Connections，2（4），　3－7、2003．
29．酒井郁子：ナイトセミナー　リハビリテーション関連職種の教育一新しいチームアプローチを目指し
　　て一4看護師の立場から，第40回リハビリテーション医学会学術集会155，2003．
30．酒井郁子：脳卒中を取1り巻くケアシステムと看護の役割一米国ミネソタ州と日本との相違点をどう読
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　　みとるか？，Quality　Nursing，10（1），4－10，2003．
31．Kathleen　Bly　Miler（酒井郁子監訳）：ミネソタ脳卒中協会が脳卒中の予防と理解に果たす役割，
　　Quality　Nursing，10（1），1ユー15，2003．
32．Darcy　Olson，　Betty　Schmidt（綿貫成明，酒井郁子監訳）：脳卒申ケアにおいてアメリカ神経科看護
　　師協会（AANN）とリハビリテーション看護師協会（ARN）が果たす役割，　Quality　Nursing，10（1｝，
　　16－22，　2003．
33．Judi　Johnson，　Susan　Keeney（酒井郁子監訳）：総合脳卒中センターのサービスを通したウエルネス
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〔研究状況〕
　本領域では，地域高齢者看護のシステム化のための知識・技術に関し（23－25），介護予防，リハビリ
テーション，ケァマネジメントの立場から，各地域の看護系大学教員，実践者等との共同研究を行ってい
る．本年は，看護・高齢者生活支援機器活用のための教育プログラム開発に向けて，看護用具・用品活用
の実態と取り組み及び課題を報告した（1－4，6，18，21，27）．酒井・杉田は米国の高齢障害者の自立支援
に関する現地調査を行った（26）．
　吉本は，介護予防の立場から，研究代表者（文部科学省科学研究費補助金萌芽研究，基盤研究（BX1））と
して，高齢者の日常生活支援機器活用，配食サービスを例とした住民主体の高齢者自立支援に関する研究
を行い，看護用具・用品開発の実態と課題（1－4），高齢者の生活意欲の構造，住民主体の高齢者自立支
援の課題（7　－10）を報告した．また，日本学術振興会学術システム研究センター専門研究員として，地
域高齢者看護システム管理関連の学術動向調査に着手した．
　酒井は，文部科学省海外研究開発動向講査に派遣され，結果を…報告した（28，30－35）．研究分担者（文
部科学省研究費補助金基盤研究（BX1），（BX2））として介護保険施設における痴呆性高齢者のリスクマネジ
メントに関する報告を行い（14－17），痴呆性高齢者における回想法の意義に関する研究に着手した．また
教育プログラム開発に向けて，看護系大学卒業看護師の実態（36－38），リハビリテーション施設における
看護職者の学習ニーズ（12）に関して報告した．千葉看護学会学術集会会長講演（11），リハビリテーショ
ン医学会学術集会における話題提供を行った（29）．
　杉田は，研究代表者（文部科学省科学研究費補助金（若手研究B））として，介護支援専門員のケアマ
ネジメント能力向上のための学習ニーズを明らかにするために，県及び市町村の研修の実態に閏する調査
を実施Lた．また，看護用具・用品の活用に関する取り組みについて報告した（2）．
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